
19.ＧＸ形管における切管の施工方法やその注意点について教えてください。

GX形直管の切管部には、直管受口接合用のＰ-Link、異形管受口接合用のG-Linkを使用することで切管部における挿し口突部の形成が不要となります。1種
管、S種管のいずれも切管可能です。なお、エンジンカッター使用の際は、管軸に対して垂直に真直ぐ切断してください。Ｐ-LinkおよびG-Linkを使用した
場合の継手構造を図１、２に示します。
また、ＮＳ形と同様に施工現場で所定の溝切り加工を施し、挿し口突部を形成するための切管用挿し口リングもあります。切管用挿し口リングを使用する
場合、切用管は必ず1種管を使用して下さい。
切管端面または溝切部については、面取り加工を行い、ダクタイル鉄管切管鉄部用塗料で塗装を行ってください。

図1 P-Linkを使用したGX形直管の継手構造

図2 G-Linkを使用したGX形異形管の継手構造

図3 切管用挿し口リング


